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＜連絡事項＞

· 9/1防災の日です。1日・2日で、防災に関するビデオ上映と非常食の試食を予定しています。スタッフとデイケア・デイナイトケアの利用者様は2日の14：00からの参加となりました。

＜外来より情報提供＞

岩沢　正和様～本日の外来受診時に「デイケアに行くと緊張する、デイケアをやめたい」様な事を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　話されている。次回受診日に親同伴で来て頂き、今後デイケア利用をどうするか話　　　
　　　　　　　をするとの事。

＜デイケア利用者様について＞

浜飯　政昭様～

本日の昼食時、漬物に小皿いっぱいに醤油をかけて食べている。スタッフから塩分過多である事、体に悪影響を及ぼす事を説明している。

長瀬　紘一郎様～

昨日、「ちょっと、話したい事があるんだけど」と話され面談行っている。その際「夜10時頃、家の近くに黒い背広を着た人が、5～6人立っているんだよ」と話されている。また1週間前より「夜眠れない」との話も聞かれており、様子観察としている。主治医・青明舎へ情報提供行っている。青明舎より情報提供あり、本人様の部屋が汚れている為、明日青明舎スタッフと掃除をする予定との事。

＜利用者様検討＞

鈴木　恵美子様　（57）　精神遅滞　デイケア利用

【現状】

○デイケアメンバーの平様より「先週のあすなろ交流会で2000円貸した」との情報提供あり。

· 13日本人様と面談し、本人様は借金の事実を認めている。スタッフより返金の際にはスタッフのいる場所で返金するように話し、本人様了解している。

· 昨日本人より電話あり、母様と平様を訪問し返金したと話される。

· 本日来所日の為、お金は水曜日にスタッフが立会い返すと約束したが、約束が違う事を伝える。しかし、本人様「早く返した方がいいと思った」と話される。返金したお金を、どうやって準備したかを問うと「母様と叔母に貰った」と話されている。

○家族連絡した際、本人様へ買い物を頼んでいるか確認する。母様は、「本人様へ買い物を頼むことは無い」との事。本人様へお金はどうしているのか尋ねると、「母様の貯金箱から盗んだ」「指の関節が痛いから見てもらうと言えばお金くれる」と話されている。お金を、盗むことに罪悪感はないのか問うと、「ない」と答えている。また、「（母親が）うるさいから死ねばいいと思っている」と話されている。

· 本人様も他メンバーより、お金を貸していたことがあるとの事で、その時どんな気持ちだったか問うと、「嫌だった」と話される。自分が嫌だった事を、なぜ他者に行うのか聞くも、本人様話をそらしている。再度、デイケアでのルールと今後一切、お金、物の貸し借りは行わない様に指導し、約束している。

【対応策】

· 物品及び金銭の貸借がみられる。今後、トラブルが懸念される。

→本人様のみならず、他利用者様ともデイケアルールの再確認を行う。

· 金銭面・体重コントロールに問題がみられる。

→担当者と共に小遣い帳をつけていく。（以前付けていたことがあり、きちんと管理出来ていたとの事。）

→来所時には体重測定を行なう。

· 面談を通じて、言語を利用して説明・指導を行うが、話をそらしたり、終了時に内容について確認するが理解されていない様子が伺える。

→知的障害もある方なので、言語のみでの説明では理解して頂くことが困難であると思われる。図やジェスチャーを用いてわかりやすく説明・指導を行う事が必要。

→本人様に良い事は褒める、悪い事は注意することで、メリハリのある対応を心掛け、理解に繋げる。

· 本人様の身体的不調の訴えにより、スタッフがプログラムに参加しない事を容認してしまうことが見られるように思う。

→本人様の身体面・精神面の評価をスタッフ全員で共有し、スタッフの対応を一貫し、デイケアの枠組みを明確にしていく。

· 頻繁な物品のやり取りがみられており、デイケアでの余暇時間の活用法の一つとして、物品のやり取りを行っているように考えられる。

→以前、休憩時間も利用して、革細工を行っていることがみられた。本人様の興味のある活動や得意な活動を用い、より建設的な余暇時間の活用法を身につけていただく。また、活動を通じて、賞賛を得る機会を設け、達成感や自己効力感を持ってもらうようにする。

＜勉強会～夏バテ対策＞

「夏バテ」とは、高温多湿の気候と、肉体疲労・精神疲労などのさまざまな生活環境要因が重なって引き起こされる、体の総称するものだ。「だるい」「食欲がわかない」「疲れが取れない」「眠れない」…夏の終わりから秋にかけて起こりやすく、睡眠不足や食欲不振、体力消耗などの肉体疲労に加えて精神疲労や冷えが加わると、「夏バテ」を一過性でない深刻な物にしてしまうことがあるので要注意。

自律神経は内臓・血管・分泌物・ホルモン分泌などの働きをコントロールし、体内の環境を整える働きをする。例えば、暑い時には汗を出して体内の熱を放出し、寒い時には血管を収縮させて、体温を逃さないようにしてバランスをとっている。

・交感神経～起きている時の神経・緊張している時の神経

・副交感神経～寝ているときの神経・リラックスしている時の神経

常に冷たい冷房の風にさらされている状態では、血管を収縮させ体温を逃さないように、交感神経が刺激され続ける。屋外、屋内外の温度差が5～6度であれば自然の調節機能が働くが、温度差の激しい場所への出入りは自律神経の体温調節機能を低下させる。体内の温度を感知するセンサーが鈍化し、手足の冷えが慢性化し、悪化すると内蔵機能の低下を引き起こす。その状態が続くと、ホルモンバランスが崩れ、疲労倦怠、食欲不振、免疫低下、肌荒れなどの諸症状を引き起こす。またさらには、月経周期の乱れや無排卵などのトラブルの原因になることもある。

【食事】

· 冷たい飲み物は、体を冷やし消化機能を低下させるので、特に冷房の効いた場所では意識して温かい飲み物をとりましょう。(からだを内部から温める事で血管の収縮が和らぎ、自律神経にかかる負担が軽減する)

· 食欲が落ち、あっさりした物を好んで食べる食生活が続くと、タンパク質・ミネラル・ビタミン・が不足して栄養の偏りが生じる。汗をかく事で特にミネラル・ビタミンが不足しがちになるので、野菜・果物などでビタミンを、ワカメ・海藻類でミネラルを積極的に摂取しましょう(疲労回復にはビタミンＢ群が効果的)。

· 普段の食生活で補えないのであれば、サプリメントなどを生活スタイルにあわせて摂取してみるのもいいでしょう。

